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この度西部医療センターからの異動にて4月1日より

名古屋市立東部医療センターの病院長を拝命いたし

ました 田中 宏紀です。 

西部医療センターでは2年間勤務いたしましたが、

その前の25年間は東部に勤務しておりました。こち

らに来てから多くの知り合いのかたから挨拶して 

いただき、ほっとしております。 

東部医療センターは100年以上前の明治時代に始ま

りがあり、東市民病院となってからも約50年経過 

した歴史のある病院です。長年改築がされてきま 

せんでしたが、やっとこの3月30日に救急・外来棟を

オープンできました。 

しかし、職員も患者さんも慣れておらず、毎日たい

へん慌ただしい状態が続いており、皆さんには大変

ご迷惑をおかけしております。 

この救急・外来棟は1階が救急用の処置室6室、病床

16床、2階がすべて外来診察室となっております。3階は

ハイブリッド手術室を含む10の手術室と、ICU    

（集中治療室）／CCU（冠動脈疾患治療室）／HCU

（高度治療室）を合わせて16床もっております。  

また4階には多目的ホールを併設いたしました。 

今後は旧外来棟を取り壊し、入院病棟の建設が計画

されております。まだ完成までに4年ほどかかりま  

すが、全く新しい病院として生まれ変わります。 

旧外来棟でも年間6,000台以上の救急車を受け入れ

てきましたが、さらに救急に対応できる体制が整い

つつあります。今後も皆さんにご不便をおかけいた

しますが、しばらくの間のご辛抱をお願い致します。 
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当院は厚生労働省の指定を受けた臨床研修病院です。 

医師は、医学部を卒業し医師国家試験合格後、臨床研修病院で    

2年間の臨床研修（初期研修）を行うことが義務付けられています。 

当院では、今年度11名の新たな臨床研修医を迎えました。 

初期研修は、医師の土台となる基本的な知識・技術を育てる大切な

時期です。11名の臨床研修医は、各診療科を順に回って研修を受け

たり、時間外診療や救急搬送された患者を指導医とともに診察した

りしながら、医師として必要な技能を習得していきます。 

地域の皆様には、未来の医療を担う臨床研修医の成長を温かく  

見守ってくださいますようお願い申し上げます。 

この病院で一人前の

医者になりたい！ 

採
血
の 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
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まだまだ未熟者ですが、
皆様のお役にたてるよう
精一杯頑張ります。 

日々勉強、日々鍛錬。 
まだまだ若輩者ですが、
頑張ります。 

東 部 に は、様 々 な こ とを 
指導してくださるやさしい
先生方がたくさんいらっ
しゃいます。焦らず自分の
ペースで成長していけたら
と思います。 

初 心 を 忘 れ ず、ス
タ ッ フ の 方 々 や  
患者さんからたくさ
んのことを学んで 
いきたいと思って 
います。 

一 つ 一 つ 謙 虚 に  
学び、皆様のために
なれるよう精進して
参ります。 

お世話になった方に
胸 を 張 れ る よ う な 
立派な医師を目指し
て頑張ります。 

研修医一年次重政勇介
です。よろしくお願い
いたします。 

丁寧且つ熱心な指導
環境の下、一歩一歩
前に進んでいきたい
と思います。 

「発憤興起」を目標と
して頑張りますので、
どうぞよろしくお願い
します。 

一
次
救
命
処
置
研
修 

指導医とともに、救急処置を行います。 指導医や上級医から指導や助言を受けます。 

 

‐２‐ 

この病院で多くを学び、
医師として成長する   
ことが自分自身でも   
とても楽しみです。 
よろしくお願いいたし
ます。 

縫
合
の 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
修 
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救急科は平成26年7月に新たに開設された 

診療科です。 

診療内容としては、救急外来にて平日の 

日勤帯に救急車によって来院される患者の 

初期診療を、全診療科協力体制で行うこと

です。 

この3月30日に救急・外来棟が新たに開棟

し、救急診療を提供する救急センターは、

救急処置室6室、救急診察室7室、救急病棟

16床となり、これまで手狭であった診療 

エリアが大幅に拡大しました。 

また集中治療センターも開設され、症状の

重い患者様に対応するエリアも拡大した  

ことで、より高度な救急医療の提供が可能

な環境になりました。 

「建物だけは立派になった」と言われない

よう、地域の皆様が安心して受診できる 

診療を心がけて参りますので、

どうぞよろしくお願いします。 

 当院は大規模災害時に地域の 

皆様の健康を守るために中心的

な役割を担う災害拠点病院に 

指定されています。 

 新救急・外来棟は大地震でも 

被害を最小限に抑えることが 

できる免震構造で建築されて 

おり、当地域が被災した際でも

医療の提供ができる可能性が 

高いと想定しています。 

 通常時だけでなく、災害時に

も地域の皆様の「安心の拠点」

となり、当地域の医療を支えて 

いければと思います。 

 ご支援のほどよろしくお願い 

いたします。 
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先
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か
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と
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５
年
に
１
度
の
資
格
更
新
制
度
が
あ
り
ま
す
。
規
定
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講
習
会
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学
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加
し
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必
要
単
位
を
取
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し
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す
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今
回
の
合
格
に
よ
り
、
東
部
医
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セ
ン
タ
ー
中
央
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血
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一
名
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循
環
器
三
名
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消
化
器
四
名
の

超
音
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化
器
領
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」
の
資
格
を 

取
得
し
ま
し
た
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だれもが“看護の心”を育むきっかけ

となるよう、ナイチンゲールの誕生日

にちなみ、5月12日は「看護の日」に

制定されています。 

当院看護部では「命を支える看護～

地域とつながる救急病院～」をテーマ

に、健康管理・救急・災害時の対応に

関するイベントを行いました。 

健康チェックでは、血管年齢の測定

を体験していただきました。毎年問い

合わせが多く、参加者も多い人気コー

ナーです。 

救急蘇生の講習では、はじめ恐る 

恐るだった方も、次第に真剣な表情に

なって取り組んでいました。 

災害時の対応では、身の回りにある

ものでおむつやスリッパ、雨がっぱ 

などを作成する体験や展示を行いま 

した。 

来年度は他の部門とも協同して、 

さらに広く地域の皆様とつながる催し

にしていきます！ 
血管年齢の測定 

救急蘇生講習 災害時には、新聞紙や 

ビニール袋などでいろ

いろ工夫できます！ 

救急科部長 

安藤 雅樹 



‐４‐ 

発行者／名古屋市立東部医療センター  

    広報委員会 

       （年４回発行） 
    名古屋市千種区若水1-2-23  

     ℡052-721-7171 

     http://www.higashi.hosp.city.nagoya.jp/ 

東部医療センター 検索 

お問い合わせ 
地域医療連携センター  

℡723-7359 Fax 723-7356 

 
 

 

所在地 ：〒468-0024 名古屋市天白区大根町370  

       （天白消防署裏、市バス「天白消防署」下車すぐ） 
電話番号： 052-848-1788 

診療科目：内科,消化器科,小児科 

 

 

 

 

【休診】 土曜の午後、日祝日 

 

東部医療センターは「地域医療支援病院」として、地域の「かかりつけ医」と

連携・協力し、高度な治療・検査・入院・手術などの急性期医療を提供して

います。 

院長 安 江 直 二   
    

 天白区大根町、天白消防署の近くにある安江内科 

クリニックです。 

診療科目は、消化器内科を中心に一般内科と 

小児科の診療を行っています。 

院内はバリアフリーになっており、ゆったりと

したスペースの診察室・処置室で予防接種や 

ウォーターベッドでのリハビリ治療、胃カメラ

などの検査を受けることができます。 

また１６年前の開院した頃に比べて在宅医療の

ニーズが高まり、個人宅やグループホームへの 

定期的な往診にも積極的に取り組んでいます。 

地域の幅広い世代の方のかかりつけ医として、 

健康の維持、管理のお手伝いができればと思います。 

院長 伊 藤 克 昭  
   
 名東区ダイエーメイトピア西側２筋目の坂の上

にある名東医院です。 

住宅街にありますが、駐車場も広くそば

に院外処方薬局もあります。 

診療科目は内科です。特に胃腸科が専門

です。 

風邪などの症状から、専門的な胃カメラ

検査なども受けることができます。特定 

健診・高齢者健診や名古屋市のがん検診は健康チェックにとって

大事です。胃カメラ検査は胃がんの早期発見につながりますので

定期的な受診をお勧めします。 

名東医院は、地域の方の健康維持のお手伝いに力を注ぎたいと

思っています。 

所在地 ：〒465-0081 名古屋市名東区高間町４１４ 
       （星ヶ丘より市バス、バス停山ノ神より徒歩5分） 

電話番号： 052-702-6001 

診療科目： 内科・胃腸科 

 

 

 

 

【休診】 水曜・土曜の午後、日祝日 

初めて当院を受診される際は、 

ぜひ「かかりつけ医」などからの 

「紹介状」をお持ちください。 

診療時間 月 火 水 木 金 土 

午前 ９：００～１２：３０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

午後 ４：３０～７：３０ ○ ○ ○ ○ ○ － 

 
 

紹介状をお持ちの患者さんは、 

地域医療連携センターまで 

お越しください。 

紹介状は、かかりつけ医に 

お申し出ください。 

（その際、基本診療料と 

 紹介状作成料が必要です） 

基本理念 

市民の命と健康を守り、

「奉仕」「満足」「笑顔」が

見える、質の高い医療を

提供します。  

基本方針 

市立病院として市民の健康のために貢献します。 

医療の安全と質の向上に努め、患者さんの権利

を尊重します。 

患者さんは以下の 
権利を有します 

・個人の尊厳が守られる権利 

・医療行為を自由に選択し、 

 決定する権利 

・平等で良質な医療を受ける権利 

・十分な説明を受ける権利 

・プライバシーが保障される権利 

・診療記録の開示を求める権利 

・セカンドオピニオンを受ける権利 

・要望を提案する権利 

・ご自身の健康に関する情報を 

提供する責務 

・他の患者さんへの医療に支障

を与えない責務 

・医療提供者と協力する責務 

・病院の規則・指示・助言を守る

責務 

  東部医療センターでは、患者さんや市民の方を対象に 

  「市民健康講座」を毎月第３水曜日午後２時３０分より 

  開催しています。興味のある方はぜひご参加ください。 

日時 ９月１６日（水） 
    午後２時３０分～ 

講師  歯科部長 

     則武 正基 

テーマ （仮） 「周術期口腔管理」 

     

参加方法 

参加申し込みは必要ありません。 

直接会場にお越しください。 

定員２００名になり次第締め切ります。 

（講義時間は１時間～1時間半です） 

お問い合わせ 管理課庶務係 

会 場 4階 多目的ホール 

日時 ７月１５日（水）      

    午後２時３０分～ 

講師  リハビリテーション科 

         理学療法士  近藤 和洋 
    栄養管理科副部長  豊福 千夏 

テーマ 動いて良くする糖尿病【後半戦】 

     「理学療法士と栄養士の話」  

患者さんには以下の
責務を果たして 
いただきます 

※テーマが決まり次第、病院ホームページや 

千種区広報、  院内掲示などでご案内します。 

８月は 

お休みです 

 

東山通 

地下鉄東山線 

星が丘駅 
診療時間 月 火 水 木 金 土 

午前 ９：００～１２：００ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

午後 ５：００～７：００ ○ ○ － ○ ○ － 
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